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背景と課題

1日工場診断の結果、コンサルタントから提示された全く新しい発想による老朽
化設備のトラブル解消法
ホクト株式会社では、より新鮮なきのこを届けるため「消費地生産」にこだわり、
全国20拠点、32センターを設立し、生産力強化と輸送距離、流通時間の短縮を
図っています。その中で当時生産部門における全国共通の課題として認識されて
いたのが、設備老朽化によるトラブルでした。

設備老朽化によるトラブル
削減と製造原価の低減

調整ではなく基準を決める
ことで設備トラブルを削減　

工場の実際、現場に即したセミナー
でコンサルタントの視点に感銘

平成26年の創業50周年を経て、更なる成長の軌道を描くため、
私が重要課題として認識していたテーマは“鋳造部”の変革でした。
当社の鋳造部は本社敷地内に有り、勤務する従業員は約200名で
内180名が正社員です。鋳造部は一般の工場における製造部門に
あたり、①WAXモデル成型②WAXモデル組立③鋳型製作④WAX抜取
⑤鋳型焼成⑥鋳込み⑦熱処理⑧表面仕上げ⑨鋳造品検査という
ロストワックス製品の製造工程全てを鋳造部が担当しています。
私は全社の経営改革を推進する中で、何故か鋳造部の数字だけが
拾えないことに疑問を持っていました。仕事の受注も多く、
残業して沢山の製品を作っているのに利益が出ていない。
おそらく数字の扱いに問題があるのではと考え、鋳造部に
数値的な指標を導入する構想を練っていたところ、ちょうど
タイミング良く、テクノ経営総合研究所から「指標」をテーマ
にしたセミナーの案内をいただいたので、鋳造部での課題解決
に向けた参考になればとの思いからセミナーに参加することに
しました。そしてこのセミナーで講師を務めていたコンサルタントの平井さんとの出会いが以降の活動に大きな影響を与えることになりました。

　当社全体の市場環境として、日本国内
の人口減少、100円商材としてのコモデ
ィティ化が進む中、品質を担保して製造
原価を低減していくことは企業存続に関
る重要なテーマです。その認識から生産
性向上のための改善活動導入を検討して
おり、まずは静岡きのこセンターがプロ
トタイプとしての活動を構築し、その上
で全国のきのこセンターへ横展開を図っ
ていくという構想を持っていました。当
時静岡きのこセンターは稼動から17年が
経過しており、設備老朽化に伴うトラブ
ルが原因で残業が増加し、そのため設備
メンテナンスに割く時間が少なくなるこ
とから、結果的にまたトラブルが発生す
るという悪循環に陥っていました。
そして、この設備老朽化によるトラブル
は全国の生産部門において共通の課題と
なっていました。この状況に対する危機
感から、私がテクノ経営・沢柳さんのセ
ミナーに参加したことが、現在全国で横
展開を行っている当社改善活動の起点と
なっています。私はそれまでにも様々な
研修やセミナーを受講して来ましたが、
この時に沢柳さんのセミナーで示された、
工場の現場、実際に即した考え方や視点
は今までのセミナーにはないものであり、
非常に感銘を受けました。そこで1日工
場診断を受けることにしました。

工場診断での提案内容に共感し、経
営層へ改善活動の導入を直訴

　1日工場診断の結果を受けた提案では、
当社の生産部門共通の課題である設備老
朽化によるトラブルについて、調整では
なく基準に合わせることでトラブルを削
減でき、基準を明確に決めることで技術
伝承も図っていけるという説明がありま
した。この考え方も今まで当社には全く
なかった新たな視点でした。そこで、こ
の改善活動を導入し、将来的に全国横展
開を図ることで、生産部門全体の成長に
つながるという確信を持つことが出来た
ため、担当役員に対して、静岡きのこセ
ンターにおける全国横展開のプロトタイ
プとしてのコンサルティング導入を直訴
しました。その結果、まず静岡、赤沼の
きのこセンターから活動を開始すること
が決定したのです。このようにして担当
コンサルタントの沢柳さんへの大きな期
待感と共に、2017年5月より静岡きのこ
センターにおいて「GF10」と名づけられ
た改善活動がスタートしました。活動名
称の「GF10」には原点復帰と10%生産
性向上を目指し、全国横展開のモデルケ
ースになるとの強い想いが込められてい
ます。原点復帰とは老朽化が進んだ設備
をあるべき姿にも戻すことを意味し、設
備の基準を決めることで設備トラブルを
削減するという活動の意図をセンター全
員が「GF10」の名称のもとで共有化す
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ることができました。その後、活動は当
初の構想に基づき、静岡きのこセンター
がプロトタイプとなり、リードする形で
全国のきのこセンターに横展開を行い、
規模を拡大し、内容のレベルアップも図
りながら現在も活動を継続しています。
今後も担当コンサルタントの沢柳さんと
共に、当社の生産部門におけるさらなる
成長、経営への貢献を目指した取組みを
進めていきたいと考えています。

テクノ経営総合研究所では今後も経営革
新セミナー、1日工場診断を通じて、企
業変革のきっかけをつくるための活動を
推進してまいります。


